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難

聾鋳
　
先
月
二
十
八
日
の
昼
ど
き
、
千
手
小
学

校
へ
お
じ
ゃ
ま
し
て
き
ま
し
た
。

　
明
る
く
、
広
い
食
堂
で
は
、
お
い
し
そ

う
に
食
事
を
し
て
い
る
最
中
で
し
た
。

　
こ
の
、
り
っ
ぱ
な
食
堂
は
、
皆
さ
ん
の

簡
易
生
命
保
険
積
立
金
を
お
借
り
し
、
今

年
の
一
月
末
に
完
成
し
た
も
の
で
す
．

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
二
百
八
十
六

平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
、
事
業
費
は
四

千
九
百
十
七
万
円
で
す
．
こ
の
う
ち
、
簡

保
資
金
か
ら
の
融
資
は
一
一
千
百
六
十
万
円
、

全
体
の
約
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
り
ま

す
。　

こ
の
よ
う
に
、
簡
易
保
険
は
皆
さ
ん
の

生
活
を
守
る
ほ
か
、
町
の
施
設
な
ど
を
よ

く
す
る
た
め
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
．
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月嘗

　
議
会
は
、
今
年
に
入
っ
て
す
で
に
五
回
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
四
月
二
十
七
日
の
臨
時
会
で
は
、
議
会
議
員
の
定
数
を
減
少
す

る
条
例
の
一
部
改
正
、
税
条
例
の
一
部
改
正
、
五
十
五
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
。
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
可
決
さ
れ
た
も
の

次の一般選挙から施行

　
町
議
会
議
員
の
定
数
を
減
少
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
月
に
議
会
議
員
定
数
調
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
と

検
討
さ
れ
、
　
「
二
十
人
」
が
適
正
と
い

う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
条
例
改
正
を
行
っ
た

も
の
で
「
二
十
二
人
」
を
「
二
十
人
」

に
改
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
条
例
は
、
次
の
一
般
選
挙
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
。

ー
さ
ん
こ
う
ー
…
；
－

㎝
地
方
自
治
法
第
九
±
条
に
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

爵
村
議
会
の
賛
の
定
数
が
定
㎜

　
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
川
西
町
は
人
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
口
五
千
人
以
上
一
万
人
未
満
（
国
一

　
勢
調
査
人
口
）
の
町
村
に
該
当
し
、
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
「
二
十
二
人
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
し
か
し
「
議
員
の
定
数
は
条
例
で
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
特
に
減
少
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
。
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
㎜

⇔
承
認
さ
れ
た
も
の

▽
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

主
な
も
の
と
し
て
は
、
個
人
の
町
民

税
の
均
等
割
非
課
税
範
囲
を
、
前
年
中

の
所
得
一
人
当
た
り
十
七
万
六
千
円
以

下
か
ら
十
八
万
四
千
円
以
下
に
改
め
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
軽
自
動
車
税
の
月
割

課
税
の
廃
止
（
別
掲
）
な
ど
が
あ
り
ま

す
。▽

五
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
二
千
五
百
四
十
七
万
三
千
円
を
追
加

し
、
総
額
は
歳
入
歳
出
と
も
二
十
六
億

七
百
八
万
七
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
で
増
え
た
も
の
は
、
国
・
県
支

出
金
の
二
千
八
士
二
万
三
千
円
と
町
債

の
千
九
百
六
十
万
円
な
ど
。
減
っ
た
も

の
と
し
て
は
繰
入
金
の
二
千
二
百
万
円

が
目
だ
ち
ま
す
。

　
歳
出
は
、
総
務
管
理
費
の
二
千
二
百

六
万
二
千
円
と
雪
害
対
策
費
の
五
百
四

十
六
万
五
千
円
が
増
え
た
主
な
も
の
で

す
。▽

五
十
五
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
二
百
十
五

万
三
千
円
を
減
額
し
て
、
総
額
は
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
一
千
八
百
三
十
三

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
に

　
　
登
坂
敬
恒
氏
を
再
選

　
教
育
委
員
会
委
員
の
登
坂
敬
恒
氏
の

任
期
が
五
月
十
九
日
で
満
了
し
ま
す
が
、

法
律
で
「
再
任
で
き
る
」
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
議
会
の
同
意
を
得
て
、
引

き
続
き
四
年
間
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

幽
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

小
幡
正
（
木
落
）
、
内
山
常
治
郎
（
新

町
新
田
）
、
茂
野
耕
作
（
藤
沢
）
、
高

橋
直
孝
（
赤
谷
）
、
藤
本
秀
雄
（
伊
友
）
、

小
海
新
太
郎
（
小
根
岸
）
、
小
海
珍
亮

（
小
根
岸
）
、
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
、

宮
啓
一
（
山
野
田
）

囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

・
吉
田
之
郷
木
落
村
新
田
検
地
帳
（
一

六
五
〇
年
）
・
御
巡
見
様
御
通
筋
村
々

御
案
内
帳
（
一
七
四
六
年
）
・
仙
田
藤

沢
村
御
水
帳
（
一
六
八
三
年
）
・
預
り

申
も
み
手
形
之
事
（
一
七
五
七
年
）
・

乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候
－
瀬
違
い
場
新

開
完
成
に
付
御
見
分
願
い
ー
（
一
八
〇

四
年
）
・
御
水
帳
之
写
（
一
六
八
三
年
）

・
信
濃
川
発
電
所
四
〇
年
の
記
録
（
一

九
八
○
年
発
刊
）

　
以
上
総
数
七
百
七
十
件

　
　
　
　
　
　
　
（
四
月
末
日
）

実
際
活
動
の
担
い
手

　
　
調
査
専
門
委
員
を
委
嘱

　
町
史
編
さ
ん
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て

か
ら
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
こ
の
一
年
は
、
本
格
的
な
作
業
に
入

る
前
の
、
い
わ
ゆ
る
準
備
期
間
と
い
う

よ
う
な
形
で
、
町
内
外
に
残
る
古
文
書
、

資
料
な
ど
の
収
集
に
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。

　
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
こ
れ
ま
で

収
集
し
た
古
文
書
類
は
お
よ
そ
五
千
点
、

し
か
し
、
こ
れ
は
、
町
内
外
に
散
在
す

る
も
の
の
ご
く
一
部
分
で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
事
実
、
今
も
た
く
さ
ん
の
方
々

か
ら
古
文
書
類
を
借
り
て
い
ま
す
し
、

「
オ
ラ
家
に
も
古
い
も
ん
が
見
つ
か
っ

た
が
来
て
み
ね
エ
か
…
…
」
と
い
っ
た

う
れ
し
い
話
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
資
料

の
収
集
は
、
ま
だ
ま
だ
当
分
の
間
続
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
年
間
の
準
備
期
間
を

経
て
、
こ
の
四
月
か
ら
は
、
新
た
に

“
町
史
調
査
専
門
委
員
会
”
を
組
織
し
、

い
よ
い
よ
具
体
的
な
作
業
に
と
り
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
専
門
委
員
会
と
い
う
の
は
、

編
さ
ん
委
員
会
の
基
本
方
針
を
受
け
て
、

実
際
の
行
動
に
移
し
て
く
れ
る
組
織
、

つ
ま
り
、
調
査
活
動
に
始
ま
り
、
史
実

に
基
づ
く
原
稿
執
筆
ま
で
、
一
連
の
作

業
を
担
っ
て
く
れ
る
組
織
で
す
。

　
す
で
に
今
月
九
日
に
は
初
会
合
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰
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臨墨撫霞贋騨橿璽募馨そ畠れ舗舘繭贈知コ車軽
自
動
車
税

「
月
割
課
税
」
を
廃
止

　
軽
貨
物
、
軽
乗
用
、
㈱
㏄
以
上
の
バ

イ
ク
は
、
所
有
月
数
に
よ
っ
て
税
金
を

納
め
て
い
た
だ
く
月
割
課
税
制
度
が
と

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
税
法
の
改
正
に

よ
り
、
五
十
六
年
度
か
ら
は
こ
の
制
度

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

軽
自
動
車
税
は
全
て
四
月
一
日
現
在
の

軽
自
動
車
の
所
有
状
況
に
よ
っ
て
課
税

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
年
度
途
中
で
廃
車
し
て
も
還
付
は
さ

　
れ
ま
せ
ん
。

◎
四
月
一
日
以
降
に
取
得
し
た
場
合
、

　
そ
の
年
度
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

、〆御軽自動車税は　　　　一

　　　　　　こうなっていま～す

　◎軽自動車税は5月31日が納期限となって

　　います。令書は15日ごろお届けしますの

　　でお忘れのないように納税してください。

　　バイク　　50cc以下　　　　　　　700円

　　　〃　　51cc～90cc　　　1，100円
　　　〃　　91cc～125cc　　　1，450円
　　小型特殊　農　耕　用　　　　　1，450円

　　　〃　その他　　4，300円

き
　軽二輪　　　　　　　　　　　　2，200円

　軽三輪　　　　　　　　　　　2，850円
　軽四輪　　貨物（営業用）　　　2，900円

　　　〃　　　　〃　（自家用）　　　3，650円

　　　〃　　　乗用（営業用）　　　5，200円

　　〃　　　〃　（自家用）　　　6，500円
　二輪の小型自動車　　　　　　　3，650円
1　専ら雪上を走行するもの　　　2，200円
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萎
萎
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萎
萎
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萎

ス
ノ
f
タ
イ
ヤ
・
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

補
酵
．
薙
縫
藍
顎
哩
　
　
　
　
伽
　
　
　
　
　
　
豪
雪
災
害
対
策
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単

各地の残雪量

午前9時現在（

月日 分遣所 白倉小 川西ダム 高倉小

4　・10 172 213 197

観
測
不
能

4　・20 105 150 122

4　・30 40 78 46

雪消え 5月5日 5月8日 5月4日

四
月
二
十
日
に
解
散

　
豪
雪
災
害
対
策
本
部
が
四
月
二
十
日

午
前
九
時
に
解
散
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
油
断
は
で
き
ま

せ
ん
。
四
月
二
十
七
日
に
は
、
中
仙
田

の
六
十
九
歳
の
男
性
の
方
が
た
ん
ぼ
に

消
雪
剤
を
ま
き
に
行
く
途
中
、
川
に
転

落
し
て
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
ん
ぼ
や
山
菜
採
り
へ
出
か
け
る
時

期
と
な
り
ま
し
た
が
、
山
や
沢
に
は
残

雪
が
多
く
あ
り
、
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
を
。

尽
っ
て
、
担
当
部
門
の
決
定
や
今
後
の
作

業
手
順
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
の
人
た
ち
の
活
動
状
況
は
、
追
々

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は

そ
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。
敬
称
略
、
（
）
内
は
勤
務
先
等

　
竹
内

　
佐
野

　
須
藤

　
滝
沢

　
島
田

　
阿
部

　
本
田

　
目
黒

佐
藤

富
井

　
丸
山

　
山
田

須
藤

藤
本

金
子

　
な
お
、

内
容
で
、

灘鵯離難彗菱鎮離

　
　
　
　
川
西
町
史
は
、

　
　
　
　
だ
れ
か
ら
も
親
し
ん
で
読
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
、
そ

う
し
た
意
昧
あ
い
か
ら
、
調
査
専
門
委

員
も
、
で
き
る
だ
け
町
近
辺
の
識
者
、

精
通
者
に
お
願
い
し
た
も
の
で
す
。

　
一
方
、
こ
う
し
た
広
範
囲
の
調
査
活

動
は
、
地
元
の
人
た
ち
の
協
力
な
く
し

て
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
調
査

専
門
委
員
の
活
動
を
助
け
、
道
案
内
な

ど
を
や
っ
て
く
れ
る
人
“
調
査
推
進
員
”

に
つ
い
て
も
現
在
人
選
中
で
す
。

（
国
立
長
岡
工
専
）

（
＋
日
町
織
協
）

（
津
南
中
学
校
）

（
十
日
町
博
物
館
）

（
島
田
薬
局
）

（
十
日
町
博
物
館
）

（
川
西
高
校
）

（
〃
　
）

（
〃
　
）

（
吉
田
小
学
校
）

（
十
日
町
市
役
所
）

（
東
大
大
学
院
）

（
編
さ
ん
委
員
）

（
　
〃
　
）

（
編
さ
ん
室
）

　
　
わ
か
り
易
い

　
歴
史
や
町
内
の
で
き
ご
と
に
明
る
い

人
、
ま
た
、
乗
物
な
ど
を
利
用
で
き
る

活
動
的
な
人
、
と
い
っ
た
こ
と
を
条
件

に
各
地
区
か
ら
五
名
ほ
ど
委
嘱
さ
せ
て

い
た
だ
く
考
え
で
す
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
が
聞
き
取

り
調
査
や
古
文
書
な
ど
の
借
用
に
伺
い

ま
し
た
ら
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

極
め
て
高
い

　
　
　
　
　
歴
史
へ
の
関
心

　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

　
編
さ
ん
室
か
ら
お
願
い
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
○
全
町
民
か

ら
歴
史
へ
の
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
、
○
町
史
編
さ
ん
の
た
め
の
資
料

発
堀
、
の
二
つ
を
大
き
な
ね
ら
い
と
し

て
い
ま
し
た
。

　
お
か
げ
様
で
、
資
料
、
文
書
、
写
真

な
ど
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
た
く
さ
ん

の
方
々
か
ら
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
大
喜

び
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
意
外
に
、

先
祖
か
ら
の
記
録
に
欠
け
る
と
い
う
お

宅
も
多
く
、
こ
の
面
で
は
い
さ
さ
か
期

待
は
ず
れ
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
、

今
後
の
解
明
に
待
ち
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
な
お
、
資
料
、
写
真
な
ど
を
保
存
さ

れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
追
々
連
絡

の
う
え
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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“
燃
や
す
ま
い

山
は
緑
に
萌
え
る
も
の
”

　
ヌ
　
　
　
　
　
　

執
～
％
山
火
事
予
防
運
動

①
た
き
火
の
後
始
末
は
完
全
に
す
る

②
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す

0
車
か
ら
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
を
投
げ

捨
て
な
い

④
強
風
ま
た
は
乾
燥
時
、
あ
る
い
は
枯

出火原因ワースト3

捨
護
穿
う
冬

，
、
ρ
W
亀

w
㎜
魁

ε
▽
、

　
　
粥

　
　
物多

　
　
〃
身

　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

須
－

　
　
ノ
ロ
し

　
　
，
劇
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
Z

砺
　
　
〆
．
撫

、
　
　
　
砺
〆

　
　
　
　
　
　
　
も
　
い

　
　
　
　
　
　
、
ク
ノ
　
　
　
○

．
疑
翻

れ
草
な
ど
の
あ
る
危
険
な
場
所
で
は

た
き
火
を
し
な
い

⑤
火
災
と
見
ま
ち
が
え
る
よ
う
な
こ
と

　
を
す
る
と
き
は
、
川
西
分
遣
所
へ
届

　
け
出
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

　
　
　
川
西
町
消
防
団
、
消
防
川
西
分

　
　
遣
所
で
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
重

　
　
点
目
標
に
五
月
十
一
日
か
ら
二
十

　
　
五
日
ま
で
山
火
事
予
防
運
動
を
行

　
　
い
ま
す
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
は
空
気
が
乾
燥
し
、

　
　
風
の
強
い
日
も
多
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
雪
消
え
と
と
も
に
山
菜
採
り
や

田
畑
の
ま
わ
り
の
枯
れ
草
焼
き
な
ど
で

山
へ
入
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
か
ら
、

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

こ
ん
な
物
は
投
入
し
な
い
で
…
…

　
　
　
　
　
　
衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
願
い

に
変
え
、
さ
ら
に
塩
素
滅
菌
を
し
放
流

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　　ね’無ん「

現況届は　き
　　　　　　蕉済みましたかん

一一

各
家
庭
の
し
尿
は
、
く
み
取
り
を
し

て
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処
理
場
）
に

運
ば
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
し
尿
の
中
に

い
ろ
い
ろ
の
物
が
混
入
し
て
い
ま
す
。

特
に
分
解
さ
れ
な
い
ビ
ニ
ー
ル
製
品
や

ゴ
ム
、
そ
れ
に
布
製
品
な
ど
が
た
く
さ

ん
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
安
全
に

除
去
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
雑
物
は
、
破
砕
機
や
投
入
口
な
ど

の
機
械
を
損
傷
し
て
故
障
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
ま
た
消
化
槽
内
の
ス
カ
ム
（

消
化
槽
な
ど
の
上
面
に
浮
上
し
た
固
形

物
）
の
発
生
を
起
こ
し
ま
す
。
こ
う
し

た
ス
カ
ム
の
除
去
や
機
械
の
修
理
に
は

多
額
の
費
用
と
労
力
が
必
要
で
す
。

　
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
化
処
理
に

よ
り
消
化
槽
中
の
微
生
物
菌
を
培
養
し
、

そ
の
分
解
作
用
に
よ
り
汚
水
を
清
浄
水

便　槽 に　投入　す る　と

たいへん困るもの 大して影響のないもの かえってよいもの

1．土、砂、石、金属、 うじ殺等の目的で投入 便所の防臭またはうじ

布、皮、ゴム、ビニ するピレスロイド系お の発生防止の目的で投

一ル、糸くず よび有機燐系の殺虫剤 入する微生物利用のも

（消化分解困難なもの） の乳剤で稀釈したもの の

2．クレゾール、石炭酸 （消化促進を助けるも

塩酸、石油類 の）

徴生物の死滅または

その働きを悪くする

もの

2
撃
荏
く
f
し
j

　
D
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畿

現
況
届
は
お
早
め
に
駕

国
民
年
金
（
拠
出
制
の
障
害
、
母

子
、
準
母
子
、
遺
児
、
寡
婦
年
金
）

を
受
け
て
い
る
人
が
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
年
金
を
受
け
る
に
は
「
国
民
年

金
受
給
権
者
現
況
届
」
を
毎
年
五
月

中
に
、
役
場
の
年
金
係
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
現
況
届
」
と
は
、
年
金
受
給
者

と
、
そ
の
加
給
対
象
者
の
生
存
や
生

計
維
持
関
係
の
確
認
を
行
い
、
今
年

度
の
年
金
支
払
い
を
決
め
る
重
要
な

届
け
で
す
。

　
も
し
、
こ
の
現
況
届
が
期
限
の
五

月
三
十
一
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
な
い

と
、
社
会
保
険
事
務
所
で
は
“
引
き

続
き
年
金
を
支
払
っ
て
よ
い
か
ど
う

か
”
の
判
断
が
つ
き
ま
せ
ん
の
で
、

現
況
届
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

年
金
の
支
払
い
を
一
時
差
し
止
め
ま

す
。
五
月
二
十
五
日
ま
で
に
印
鑑
を

お
持
ち
の
う
え
、
年
金
係
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
障
室
星
ユ
金
受
給
者
や

他
の
年
金
の
加
給
対
象
者
で
、
社
会

保
険
事
務
所
か
ら
診
断
書
の
再
提
出

を
求
め
ら
れ
た
人
は
、
診
断
書
も
い

っ
し
ょ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
診

断
書
は
、
五
月
一
日
か
ら
五
月
三
十

一
日
ま
で
に
作
成
し
た
も
の
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
医
師
を

訪
れ
、
診
断
書
を
作
成
し
て
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。
該
当
の
方
に
は
用
紙

を
送
付
し
ま
す
。

老
齢
年
金
の
現
況
届

昨
年
ま
で
、
二
月
十
五
日
が
期
限

で
社
会
保
険
庁
ヘ
ハ
ガ
キ
で
提
出
し

て
い
た
老
齢
年
金
の
受
給
者
現
況
届

は
、
昨
年
の
四
月
に
規
則
が
変
わ
り
、

「
誕
生
月
の
末
日
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
況
届
が
期
限
ま
で
に
提
出
さ

れ
な
い
と
、
次
の
年
金
支
払
い
は
停

止
さ
れ
ま
す
。
毎
回
四
、
五
人
の
停

止
が
あ
り
ま
す
。
誕
生
月
の
末
日
ま

で
に
は
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
給
者
で
誕
生
月
の
二
十
日
過
ぎ

に
な
っ
て
も
提
出
用
の
ハ
ガ
キ
が
保

険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
こ
な
い
方
は
、

必
ず
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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今年はちょっと

少なめの150人

▲成人式のr味」がします

　今年、町内で成人式を迎えた人

は・150人（男82人・女68人）でする

昨年が205人、　一昨年が211
人でしたので、5、60人ほど少な
めです。

　去る3日、総合センターで行わ

れた成人式には、このうちの108

人が参加し、大勢の人たちから、

若い門出を祝福されていました。

　成人式場は、　rはたちの講座」

の受講生が赴自分たちの成人式≒

ということで準備しました。

璽
輸

緬『
葬議

禰

　　難韓蝋漁

膿謀ボ襟

〈
「
イ
ヨ
ッ
」
し
ば
ら
く
…
…

を

春
の
叙
勲

南
雲
熊
吉
さ
ん
受
賞

　
　
　
　
囎
慧

　
政
府
は
、
先
月
二
十
九
日
に
、
長
年

ひ
た
む
き
に
一
つ
の
仕
事
に
取
り
組
ん

だ
方
々
が
対
象
の
春
の
叙
勲
者
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
南
雲
熊
吉
さ
ん
（
中
仙
田
）

が
自
治
功
労
者
と
し
て
勲
七
等
瑞
宝
章

の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
南
雲
さ
ん
は
、
昭
和
十
六
年
か
ら
四

十
六
年
ま
で
の
三
十
年
間
、
仙
田
地
区

の
県
道
の
補
修
に
当
た
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
私
が
担
当
し
て
い
た
こ
ろ
は
、
仙

田
の
道
は
砂
利
道
ば
っ
か
り
で
た
い
へ

ん
な
苦
労
で
し
た
」

　
「
生
き
て
い
て
受
け
ら
れ
る
こ
と
は

幸
せ
で
す
。
こ
の
十
三
日
に
は
皇
居
へ

い
っ
て
き
ま
す
」
。
と
張
り
切
っ
て
お

い
で
で
し
た
。

20

歳
に
な
っ
て

一
歩
ず
つ
で
も
確
実
に

　
　
　
　
　
　
　
蔵
　
品
　
　
　
真

　
「
成
人
お
め
で
と

う
」
。
と
い
わ
れ
る

と
ほ
ん
と
う
に
う
れ

し
く
、
ま
た
、
あ
り

が
た
い
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、

自
由
の
中
に
あ
る
権
利
、
義
務
、
責
任

と
い
う
と
て
も
重
大
な
言
葉
が
頭
の
中

を
か
け
め
ぐ
っ
て
く
る
の
で
す
。

　
そ
の
権
利
、
義
務
を
自
覚
し
て
、
責

　
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
O
　
●
　
●
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●
　
●
　
●
　
●
　
　
●
　
●
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●
　
O
　
●
　
D
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●
　
0
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

轍．

君
　
（
霜
条
）

任
あ
る
行
動
を
と
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
先
輩
の
方
々
を
見

習
い
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
き
、
何
事
も
一
生

　
懸
命
に
行
い
た
い
。
ま
た
、
反
省
を
忘

　
れ
ず
、
心
身
と
も
に
一
歩
ず
つ
で
も
確

　
実
に
成
長
さ
せ
る
よ
う
、
進
ん
で
い
き

　
ま
す
。

●
　
●
●
●
●
●
●
●
●
　
●
　
●
●
　
●
●
　
●
　
●
　
0
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
●
●
●
・
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

だ
れ
か
ら
も
愛
さ
れ
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
千
恵
子
さ
ん

　
十
九
か
ら
二
十
へ
。

確
実
に
数
字
は
変
わ

っ
て
い
る
け
れ
ど
、

自
分
の
内
面
、
外
面

的
変
化
は
少
し
も
な

い
ん
で
す
。
強
い
て

い
え
ば
“
も
う
二
十

歳
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
”
と
い
わ
れ
る

た
び
に
、
胸
に
鳴
り
響
く
「
二
十
歳
に

な
っ
た
ん
だ
な
あ
」
と
い
う
実
感
で
す
。

　
A
，
ま
で
と
は
違
っ
て
、
全
て
の
権
利

と
義
務
、
責
任
が
自
分
に
ふ
り
か
か
っ

て
く
る
の
で
、
何
事
も
自
覚
あ
る
行
動

（
根
深
）

く
感
じ
ま
す
。

つ
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」

ち
を
持
ち
続
け
が
ん
ば
り
ま
す
。
そ
し

て
、
だ
れ
か
ら
も
愛
さ
れ
る
人
間
で
あ

り
た
い
も
の
で
す
。 　

を
と
ら
な
け
れ
ば
と

　
思
い
ま
す
。

　
　
社
会
や
行
政
に
対

　
し
て
も
ほ
と
ん
ど
無

　
関
心
だ
っ
た
自
分
。

　
も
っ
と
大
人
に
な
ら

　
な
け
れ
ば
と
つ
く
づ

私
の
好
き
な
言
葉
の
一

　
　
　
　
　
こ
の
気
持
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久
し
ぶ
り
に
「
町
政
ポ
ス
ト
」
へ

お
便
り
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
政
ポ
ス
ト
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
、
ご
希
望
を
お
聞
か
せ
願
う
と
こ

ろ
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ポ
ス
ト
は
、
役
場
の
玄
関
、
各
出

張
所
の
玄
関
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
　
「
こ
う
ほ
う
ひ
ろ
ば
」
へ

も
ホ
ッ
ト
な
話
題
や
ご
意
見
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
　
（

あ
て
先
は
総
務
課
文
書
広
報
係
で
す
）

▲
町
政
ポ
ス
ト
か
ら
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一，一

寄
付
金
の
使
途
は
－
　
…

　
広
報
の
善
意
の
欄
に
、
社
会
福

祉
の
た
め
に
と
い
う
こ
と
で
、
寄

付
金
が
載
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

が
ど
の
く
ら
い
集
ま
り
、
ど
の
よ

う
に
役
立
た
せ
て
い
る
か
が
不
明

で
す
。
み
ん
な
に
知
ら
せ
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
一
考
を

　
川
西
町
は
、
福
祉
事
業
に
も
力

を
入
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
も

活
発
で
す
。
し
か
し
、
半
強
制
的

な
指
示
に
よ
り
、
奉
仕
活
動
を
し

て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。
こ

う
し
た
人
の
バ
ス
代
や
エ
プ
ロ
ン

代
な
ど
は
個
人
負
担
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
ご
一
考
を
願
い
ま
す
。

r
　
．
・
o
　
l
o
－
l
I
　
l
●
1
9
1
　
1
　
1
1
　
0
　
0
　
0
0
　
．
　
1
　
・
　
o
　
－
　
9
　
1
　
0
　
1
　
，
　
1
　
，
　
9
　
1
　
－
o
　
I
　
ー
　
ー
　
l
　
l
㌧

善
意
は

　
ご
意
志
を
尊
重
の
う
え
で

　
大
勢
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
寄

付
は
、
五
十
五
年
度
総
額
百
六
十
七
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
寄
付
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
の
ご
意
志
を
尊
重
し
、
こ
の

一
部
を
在
宅
福
祉
活
動
の
事
業
費
に
回

し
て
お
り
ま
す
。
主
な
使
い
み
ち
は
、

療
養
費
支
払
い
で
困
っ
て
お
い
で
の
方

の
た
め
に
、
高
額
療
養
費
資
金
の
貸
付

基
金
と
し
て
積
み
立
て
て
い
ま
す
。
五

士
二
年
度
五
十
万
、
五
十
四
年
度
六
十

万
、
五
十
五
年
度
は
百
万
円
で
、
町
か

ら
の
補
助
金
と
合
わ
せ
て
積
ん
で
あ
る

貸
付
基
金
は
、
四
百
万
円
余
り
に
及
び

ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
福
祉
事
業
費
の

基
金
と
し
て
百
五
十
万
円
の
積
み
立
て

も
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
評
議

員
会
で
決
め
て
い
た
だ
き
、
お
知
ら
せ

し
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、
不
徹
底
の

こ
と
を
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
、

福
祉
だ
よ
り
で
報
告
の
予
定
で
す
。

ご
理
解
く
だ
さ
い

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
自
主
的
な

奉
仕
活
動
で
す
の
で
、
決
し
て
強
制
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
交
通
費

は
実
費
を
お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
万
一
の
場
合
に
備
え
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ァ
保
険
に
全
員
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

（
保
険
料
は
社
会
福
祉
協
議
会
負
担
）

エ
プ
ロ
ン
な
ど
の
一
部
負
担
は
、
ご
提

言
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
検
討
を
い
た
し
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
ご
理
解
い
た

だ
く
た
め
、
講
座
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
（
以
上
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
）

　
　
戸
籍
の
窓
ヘ
ー
　
　
…

　
　
「
戸
籍
の
窓
か
ら
」
は
、
毎
月
　
…

　
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
　
「
た
か
　
～

　
さ
ご
」
の
欄
に
は
、
町
外
へ
縁
づ
　
｝

　
か
れ
た
人
も
載
せ
て
は
ど
う
で
し
　
…

　
よ
う
か
。
知
っ
て
い
る
人
が
、
ど
…

　
こ
へ
い
か
れ
た
か
は
、
関
心
の
あ
　
…

　
る
こ
と
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
…

曹

当
分
は
今
ま
で
ど
お
り
に

　
「
戸
籍
の
窓
か
ら
」
は
、
町
内
に
住

所
の
あ
る
方
だ
け
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
　
「
た
か
さ
ご
」
の
欄
に
町
外
へ
縁

づ
か
れ
た
方
全
部
を
載
せ
て
ほ
し
い
。

と
の
ご
希
望
で
す
が
、
現
在
の
三
倍
く

ら
い
の
組
数
に
な
り
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス

の
関
係
な
ど
も
あ
り
、
当
分
は
、
今
ま

で
ど
お
り
町
で
ご
活
躍
い
た
だ
く
方
の

み
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・
ま
こ
と
に
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
か
ら
）

言
の
芽
会
」

創
立
五
十
周
年
記
念
句
会

　
先
月
二
十
六
日
　
総
合
セ
ン
タ
ー
で

「
芦
の
芽
会
」
創
立
五
十
周
年
記
念
俳

句
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
の
内
外
か
ら
、
七
十
人
ほ
ど
が
集

ま
り
　
投
句
し
て
い
ま
し
た
が
、
　
「
豪

雪
」
を
詠
ん
だ
句
が
多
い
よ
う
で
し
た
。

鵜
譲
畿
．

講
葱

　
す

本
～
φ

の
で

こ

鞍難

薙
攣

か
わ
に
し
の

　
　
　
　
　
　
　
　
舌

　
　
　
　
　
　
　
魅
』
3
“
U

ほ
し
い
方
は
公
民
館
へ

　
青
年
学
級
生
の
皆
さ
ん
に
よ
る
民
話

の
採
集
が
行
わ
れ
、
こ
の
た
び
「
川
西

の
民
話
」
と
し
て
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

“
お
地
蔵
さ
ま
が
く
れ
た
正
月
”
　
“
け

ち
く
ら
べ
”
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ほ
し
い
方
は
、
公
民
館
（
体
育
館
内

の
中
村
亨
費
八
－
二
一
六
七
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

56豪雪

写
真
・
資
料
を

提
供
願
え
ま
せ
ん
か

　
今
冬
の
異
常
豪
雪
の
す
さ
ま
じ
さ
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
、
町
で
は
「
五
六

豪
雪
の
記
録
集
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

写
真
や
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場

へ
提
供
願
え
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
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こ
ん
な
制
度
が

　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
す

　
　
　
～
検
察
審
査
会
～

　
「
交
通
事
故
、
詐
欺
そ
の
他
の
犯
罪

で
被
害
を
受
け
た
の
に
検
察
官
が
犯
人

を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
の
は
、
ふ
に

お
ち
な
い
」
。

　
「
選
挙
違
反
や
汚
職
な
ど
で
大
き
な

疑
惑
が
も
た
れ
た
事
件
な
の
に
、
告
発

し
て
も
検
察
官
が
起
訴
し
な
か
っ
た
の

は
納
得
で
き
な
い
」
。

　
こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め

に
検
察
審
査
会
制
度
が
あ
り
ま
す
。
審

査
会
は
、
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
か
ら

く
じ
で
選
ば
れ
た
十
一
人
の
審
査
員
が

民
間
人
を
代
表
し
、
住
民
と
し
て
の
健

全
な
良
識
に
従
っ
て
、
検
察
官
の
不
起

訴
処
分
を
調
べ
な
お
し
て
く
れ
る
民
主

的
な
国
の
機
関
で
す
。

　
費
用
は
い
っ
さ
い
か
か
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
長
岡
市
三
和
三
丁
目
九
番
地
二
八

裁
判
所
構
内
　
長
岡
検
察
審
査
会
事
務

局
（
曾
〇
二
五
八
－
三
五
－
二
一
四
一
）

電
話
の
移
転
は

　
　
二
週
間
ほ
ど
前
に
〃
”

春
の
訪
れ
と
と
も
に
人
の
動
き
も
急

に
活
発
に
な
り
ま
す
。

　
転
勤
、
引
っ
越
し
、
あ
る
い
は
家
屋

の
新
増
築
な
ど
も
春
先
に
集
中
し
ま
す
。

　
こ
ん
な
と
き
気
に
な
る
の
が
電
気
、

ガ
ス
、
水
道
。
そ
れ
に
「
電
話
」
の
扱

い
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
四
、
五
月
は
転
勤
な
ど
に
よ
る
電
話

の
出
入
り
も
急
激
に
増
え
、
電
話
工
事

も
平
常
の
月
の
五
割
増
と
な
り
ま
す
。

　
局
で
は
豪
雪
関
連
の
復
旧
の
ほ
か
、

こ
れ
ら
の
電
話
の
移
転
対
策
に
懸
命
で

す
。　

ふ
だ
ん
は
三
、
四
日
で
で
き
る
移
転

工
事
も
春
先
は
遅
れ
が
ち
と
な
り
、
い

ち
ば
ん
困
る
の
は
「
い
ま
す
ぐ
」
と
い

う
よ
う
な
注
文
で
す
。

　
二
週
間
ほ
ど
前
か
ら
工
事
の
予
約
を

し
て
お
け
ば
希
望
の
日
に
工
事
が
で
き

ま
す
の
で
、
予
定
を
た
て
ら
れ
た
ら
早

め
に
申
し
出
て
い
た
だ
く
よ
う
電
話
局

で
は
希
望
し
て
い
ま
す
。

　
電
話
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
十

日
町
電
報
電
話
局
は
魯
〇
二
五
七
五
－

二
－
二
六
〇
〇
（
無
料
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

住
宅
建
設
資
金
を
ど
う
ぞ

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
住
宅
建

設
資
金
の
申
し
込
み
受
け
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◎
受
付
期
限
　
五
月
二
十
八
日
（
木
）

　
ま
で
に
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
へ

◎
選
定
方
法
　
先
着
順
で
選
定

※
詳
し
い
こ
と
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北

関
東
支
所
（
曾
〇
二
七
二
－
三
二
－
六

六
五
五
）
ま
た
は
、
お
近
く
の
公
庫
業

務
取
扱
金
融
機
関
で
相
談
く
だ
さ
い
。
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一

56年新潟県交通安全スローガン

県民の努力できずこう

　　交通安全県

交通三悪を一掃しよう

　県内の交通三悪（飲酒運転・速

度違反・一時不停止）により亡く

なった方は、昨年1年間では交通

事故死者の43％に当たる95人でし

た。これらをなくすることが緊急

の課題となっています。4月25日

から5月24日までの1か月間は交

通三悪一掃運動期間として関係機

関の指導が行われています。

移動交通事故相談所を開設

　県では、昭和56年度の移動交通

事故相談所を各地に開設しました。

　交通事故関係でお悩みの方は相

談してみてはいかがですか。

　十日町市役所会場は次のとおり
です。

○開設日　5月11日・6月1日・

　7月6日・8月3日・9月7日・
　10月5日・11月2日・12月7日’

　1月11日・2月1日・3月1日
○開設時間　午前10時から午後3
　時まで。

～
3凱

幾オっ
驚

葉し
蒙自の

9ザ●。

㌃“

薯慢
9●●●■●

㌣ρ3一

　　饗撫撫轟

専
売
特
許
？

　
　
「
亀
作
り
」
に
励
む

　
　
　
　
田
中
町

　
　
　
　
．
市
川
ト
ウ
さ
ん

　
市
川
さ
ん
は
、
今
年
八
十
歳
に
な

ら
れ
た
。
亀
の
縫
い
ぐ
る
み
を
作
る

の
が
日
課
の
よ
う
で
あ
る
。

　
「
ヒ
マ
で
ど
う
し
ょ
う
も
な
く
て

去
年
の
秋
．
こ
ろ
か
ら
こ
っ
け
の
こ
と

を
始
め
た
ん
だ
て
エ
。
亀
を
作
れ
ば

長
生
き
で
き
る
と
思
っ
て
の
オ
」

　
「
で
っ
か
い
の
は
簡
単
だ
が
、
小

さ
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
根
気
が
い
っ

て
そ
オ
。
た
い
へ
ん
だ
て
エ
」

　
い
ち
ば
ん
初
め
に
作
っ
た
の
は
亀

の
針
刺
し
だ
っ
た
と
か
。
今
作
っ
て

い
る
の
は
床
飾
り
用
の
り
っ
ぱ
な
も

の
で
あ
る
。

　
　
「
三
十
歳
の
こ
ろ
実
物
と
会
い
、

い
つ
か
は
亀
を
作
っ
て
み
よ
う
と
思

っ
て
い
た
ん
だ
が
、
や
っ
と
夢
が
か

な
い
う
れ
し
く
て
の
オ
」

　
二
十
セ
ン
チ
く
ら
い
の
も
の
だ
と

三
日
は
か
か
る
そ
う
で
あ
る
。

　
　
「
い
く
つ
作
っ
た
か
は
わ
か
ら
ね

て
エ
。
み
ん
な
人
に
や
っ
て
し
ま
う

の
で
の
オ
」

　
市
川
さ
ん
は
、
み
ん
な
自
分
で
考

え
て
作
っ
た
と
い
う
。
頭
や
手
足
な

ど
は
型
紙
を
用
い
て
い
る
。

　
「
頭
の
で
っ
か
さ
で
甲
ら
の
大
小

を
決
め
て
ら
ん
だ
て
エ
」

　
「
頭
の
か
っ
こ
う
は
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
で
き
な
く
て
の
オ
」

　
材
料
は
、
中
身
が
綿
、
手
足
に
は

針
金
を
入
れ
る
。
布
は
三
枚
く
ら
い

縫
い
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
き
っ
こ
う
は
、
ま
ん
中
か
ら
し

し
ゅ
う
す
る
の
が
コ
ツ
。
目
も
気
を

使
う
と
こ
ろ
で
一
針
違
っ
て
も
ダ
メ

だ
の
オ
」

　
「
熱
心
に
や
る
と
目
が
か
す
ん
で

く
る
て
エ
。
年
の
せ
い
も
あ
る
の
オ
」

　
め
ん
ど
う
す
ぎ
て
人
に
は
教
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。

　
「
つ
る
も
作
っ
て
み
た
い
の
だ
ど

も
ー
」
。
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
た
。

〈
「
実
物
よ
り
い
い
で
し
ょ
う
」
と

　
　
市
川
さ
ん
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胃検診を受けましょう
　胃の集団検診があります。胃のぐあい

の悪い方、体に変調のある方は、ぜひこ

の機会をご利用ください。

　　胃集団検診日程表
ポリオ生ワク

必ずお出かけを…

　
春
期
ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
生

ワ
ク
投
与
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

◎
対
象
の
お
子
さ
ん

一
期
．
五
十
五
年
七
月
一
日
か
ら
五
十

　
六
年
一
月
三
十
一
日
の
間
に
生
ま
れ

　
た
人

二
期
．
五
十
五
年
二
月
一
日
か
ら
五
十

　
五
年
六
月
三
十
日
の
間
に
生
ま
れ
た

　
人

＊
今
ま
で
に
受
け
な
か
っ
た
四
歳
ま
で

　
の
入

ポリオ生ワク投与日程表

期　日 時　　間 会場

5月25日
午後1：30～

　　2：00
総合セソター

5月26日
午後2：00～

　　2：30
克雪センター

5月28日
午後1：30～

　　2：00 橘出張所

5月29日
午後1：00～

　　1：30
母子センター

1
9
聾
9
励
6
0
1
e
O
O
醤
9
0
．
o
O
蓼
自
－
馨
餐
蓼
9
鶴
糎
璽
0
9
9
1
1
一
〇
8
0
0
1
0
8
0
0
9
0
1
9
9
蓼
9
0
9
聖
－
馨
1
9
8
9
8
1
1
8

期日 受付時間 会　　　場 対象1
地区

5月18日
午前8：30～

　11：00
克雪センター 仙　田・

5月19日 〃 総合セソター 千手

5月20日 〃 〃 〃

5月21日 〃 〃 が

5月22日 〃 上野連絡所 上　野

5月25日 〃 橘出張所 橘

5月26日 〃 〃 〃

相
談
は
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
人
福
祉
相
談
員
決
ま
る

　
五
十
六
年
度
の
町
の
老
人
福
祉
相
談

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
お
年
寄
り
に
関
す
る
こ
と
は
、
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
左
記
の
相
談
員
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談

※検診料金は1，600円です

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◎
高
橋
作
平
（
中
仙
田
）
魯
九
－
八
六

一
一
八

◎
数
藤
　
亘
（
沖
　
立
）
魯
八
⊥
二

七
二
　
有
線
二
六
四
七

・
5
月
1
3
日
．
．
．
．
．
…
橘
出
張
所

・
5
月
2
0
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

・
5
月
2
7
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

．
6
月
3
日
．
．
．
．
．
．
．
．
．
上
野
連
絡
所

・
6
月
1
0
日
…
…
…
橘
出
張
所

調
理
師
試
験

◎
試
験
日
時
　
六
月
三
十
日
（
火
）

　
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
三
十
分
ま
で

◎
試
験
地
　
六
日
町

◎
試
験
科
目
　
衛
生
法
規
ほ
か
五
科
目

◎
受
験
資
格
　
厚
生
省
令
の
定
め
る
施

　
設
ま
た
は
営
業
で
二
年
以
上
経
験
の

　
あ
る
方

◎
願
書
提
出
　
五
月
十
八
日
か
ら
二
十

　
二
日
ま
で
の
間
に
住
所
地
を
管
轄
す

る
保
健
所
へ

◎
そ
の
他
　
受
験
願
書
は
十
日
町
保
健

所
に
あ
り
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
保

健
所
か
役
場
健
康
管
理
室
へ
ど
う
ぞ
。

「

青
年
学
級
」
を
開
設

　
　
堀
之
内
の
六
花
園

今
年
は
国
際
障
害
者
年
で
す
。
堀
之

内
町
に
あ
る
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設

「
六
花
園
」
で
は
、
社
会
参
加
の
機
会
に

恵
ま
れ
な
い
在
宅
の
方
か
ら
、
社
会
体

験
や
仲
間
づ
く
り
な
ど
を
し
て
い
た
だ

こ
う
と
「
青
年
学
級
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
受
講
対
象
魚
沼
地
域
（
二
市
三
郡
）

　
に
住
ん
で
い
る
十
八
歳
以
上
の
精
神

　
薄
弱
の
人

②
開
設
期
問
五
十
六
年
四
月
か
ら
五

　
十
七
年
三
月
ま
で

③
学
習
内
容
体
育
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

　
ョ
ン
、
生
活
訓
練
（
短
期
宿
泊
）
、

　
作
業
指
導
（
通
所
）
、
な
ど

④
指
導
六
花
園
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ァ
（
予
定
）

⑤
受
講
料
無
料
（
学
習
内
容
に
よ
っ

　
て
は
実
費
徴
収
）

＊
申
し
込
み
は
六
花
園
（
魯
〇
二
五
七

　
九
四
－
三
九
八
○
）
へ
。

0
9
8
9
0
8
1
銅
0
9
1
0
0
9
1
8
1
9
9
0
9
8
番
8
0
1
0
1
0
1
1
6
1
9
0
0
1
1
8
0
曇
磨
1
8
1
1
書
1
9
8
1
8
0
0
0
9
1
9
1
9
8
3
0
1
0
0
0
0
，
9
1
8
9
0
9
8
8
9
8
1
璽
0
8
1

　伸びよう伸ばそう！ノ

　　　　　　青　　少　　年

　子供のことで困っていること、悩んでいる

ことがありましたら、次のところで相談して

みてはいかがですか。

機　関　名 場所 電話番号 相談内容

中　越　児　童 0258 幼児、小中学生向き

相　　談　　所
長岡市

⑳8500
「心身障害」r登校
拒否」「盗癖」など

新潟家庭裁判所
十日町市

02575 20歳未満の「非行』

十日町出張所 ②2086 全般

中魚沼社会福祉

事　　務　　所 十日町市
02575 18歳未満とその家

（家庭児童相談室） ②5454 族のこと全般

十日町警察署 02575

防犯少年課
十日町市

②3171
「非行」全般

新潟県警本部 0252
（ヤングテレホン） 新潟市 ニイサソヨクナレ

⑳4970
青少年の悩み

川西町社会福祉
協　　議　　会

（鞭町護配聯 川西町
02576
⑧3111
㈲2142

恥配ごと」全般

毎週水曜日

児　童　委　員 広報かわにし55年

（民生委員）
12月号をご覧くだ
さい

「問題行動」全般

太田長栄　（中央町）

南雲　良　（寺尾）

渡辺満磨　（上野）

保　　護　　司 須藤茂一（仁田）
「非行」「犯罪」

田中久之　（下原）
全　般

小林清　（中仙田）

中条秀雄　（岩瀬）
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御
陣
荘
の

　
　
　
駐
車
場
完
成

　
駐
車
場
が
ほ
し
い
ー
。
利
用
さ
れ

る
皆
さ
ん
か
ら
希
望
の
で
て
い
た
乗
用

車
三
十
台
を
収
容
で
き
る
駐
車
場
が
完

成
し
ま
し
た
。

　
　
外
人
講
師
も
…
…
…

　
　
「
伝
え
合
う
英
語
」
講
座
の
参
加
申

し
込
み
は
し
ま
し
た
か
？

　
講
座
は
、
六
月
十
六
日
か
ら
七
月
三

十
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
の

夜
七
時
三
十
分
か
ら
九
時
ま
で
、
川
西

高
校
視
聴
覚
教
室
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
御
陣
荘
（
津
南
町
芦
ケ
崎
）
は
、
郡

市
内
の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し
て
昭

和
四
十
八
年
五
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
八
年
間
に
十
万
九
千
五
百
人
の
方

方
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
家
族
で
、
団
体
で
有
効
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
　
（
広
域
事
務
組
合
か
ら
）

「

伝
え
合
う
英
語
」
講
座

　
基
礎
的
な
英
会
話
が
で
き
る
よ
う
成

人
の
方
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
す
が
、

外
人
講
師
も
二
回
ほ
ど
招
く
予
定
で
す
。

　
申
し
込
み
は
、
五
月
末
日
ま
で
に
川

西
高
校
英
語
科
西
沢
教
諭
（
魯
八
ー
三

三
八
六
）
へ
。

－
1
○
～
◎
！
◆
～
●
！
●
～
■
！
●
～
り
！
○
～
O
！
○
～
■
！
○
～
■
！
○
～
◎
！
◆
～
◎
！
○
～
り
！
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

善

堂息

　
次
の
方
々
か
ら
、
善
意
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

囹
公
共
の
た
め
に
と

※
和
久
井
ウ
タ
さ
ん
（
木
落
）
か
ら
十

　
万
円

※
丸
山
直
二
さ
ん
（
中
屋
敷
）
か
ら
一

　
万
円

囹
資
料
館
建
設
資
金
に
と

※
巣
鴨
信
用
金
庫
理
事
長
田
村
冨
美
夫

　
さ
ん
か
ら
五
十
万
円

囹
幼
稚
園
施
設
の
た
め
に
と

※
福
崎
光
政
さ
ん
（
寺
尾
）
か
ら
十
万

　
円

囹
社
会
福
止
の
た
め
に
と

※
田
中
義
勝
さ
ん
（
下
原
）
か
ら
五
万

※
詩
吟
神
風
流
粋
吟
会
川
西
支
部
か
ら

　
一
万
円

※
高
橋
義
徳
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
三
万

　
円

墨
口
同
橋
達
作
さ
ん
（
田
中
町
）
か
至
二

　
万
円
と
貸
出
ベ
ッ
ト
お
礼
と
し
て
二

　
万
円

※
匿
名
希
望
の
方
か
ら
二
万
円

：
”
．
．
》
．
》
“
．
．
》
．
”
．
．
》
．
“
．
．
“
．
“
．
・
”
ε
”
2
”
・
・
”
・
・
》
・
》
・
”
・
両
・
・
”
●
・
◎
o
・
り
：
り

｝
．
り
．
？
？
り
．
顛
．
｝
．
顛
．
？
呼
．
？
？
？
学
？
？
？
？
？
？
殖
。
・
？

・
而
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
◎

しこ鰐餌餌鮮鮮蝉茸轄轄
；
垂4月の交通事故発生件数

手
1
　
　
）
　
　
）
　
　
）
　
　
）
　
　
）

』
、
二
・
5
5
0
2
7

累
2
3
0
2
5

　
0
　
　
0
　
0
　
1
　
り
の

　
n
U
　
O
　
O
　
O
　
－

数
者
者
い
び

　
　
　
　
よ
お

　
　
　
　
　
気

件
傷
死
酒
酒

麗
輯
粘
簿
轄
瀞
轄
山
辞
坤
粍
粘
齢
轄
瓢
瀞
頴
拐
苗

　　　　　O内は前年比較
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晴
内
謬
　
－

毒悌紹講　
　
　
　
　
、
、
　
、
￥

　
　
－
“
“
－
、
、
　
　
　
月
ぎ
め
に

　
　
県
内
に
は
、
十
か
所
の
貯
蓄
実
践
地
区
が
あ
り
ま
す
。

　
川
西
町
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。
県
か
ら
指
定
を
受
け

　
た
の
が
昭
和
五
十
三
年
の
十
一
月
で
、
今
年
の
十
月
い
っ

　
ぱ
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
貯
蓄
実
践
地
区
で
は
、
日
本
銀
行
、
県
な
ど
の
指
導
を

　
受
け
な
が
ら
、
暮
ら
し
の
見
直
し
、
合
理
化
を
図
る
た
め

　
の
話
し
合
い
や
学
習
の
中
か
ら
、
正
し
い
金
銭
観
、
貯
蓄

　
観
を
養
っ
て
い
ま
す
。

　
　
町
で
は
、
農
協
婦
人
部
・
農
村
地
域
主
婦
講
座
の
方
々

が
中
心
と
な
り
、
生
活
改
善
な
ど
の
幅
広
い
活
動
も
併
せ

　
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
先
月
二
十
七
日
は
、
農
協
橘
支
所
へ
日
本
銀
行
新
潟
支

店
の
大
橋
和
子
先
生
が
巡
回
指
導
に
見
え
ら
れ
、
　
「
上
手

な
お
こ
づ
か
い
の
与
え
方
」
と
題
し
、
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
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▲熱心に大橋先生の話を聞く

O
そ
の
中
か
ら
◇

　
　
「
三
つ
子
の
魂

百
ま
で
」
と
い
い

ま
す
が
、
三
歳
ま

で
に
そ
の
子
の
性

格
や
頭
の
伸
び
が

決
ま
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
生
ま
れ
た

と
き
は
み
ん
な
同

じ
脳
み
そ
で
す
。

「
忙
し
い
か
ら
後

で
」
と
い
う
よ
う

な
こ
と
は
禁
物
で
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す
。
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
や
る
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

　
一
つ
分
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
信
が
つ
き
、
次
か
ら
次
へ

と
考
え
て
い
く
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
ま
た
、
子
供
は
・

ほ
め
ら
れ
る
と
成
長
し
た
ん
だ
な
あ
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
で
も
ほ
め
て
、
ど
ん
ど
ん
と
芽
を

伸
ば
し
て
や
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
・

　
最
近
は
、
愛
情
を
お
金
や
物
に
替
え
る
親
が
増
え
て
い

ま
す
。
自
殺
や
非
行
に
走
る
子
供
の
家
庭
環
境
は
同
じ
で
、

こ
う
し
た
家
庭
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
間
の
心
は
、
み
ん
な
が
ピ
ン
ク
色
で
す
。
し
か
し
、

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
で
青
い
色
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

家
庭
や
地
域
で
も
二
言
か
け
合
い
、
仲
よ
く
育
て
て
い
く

こ
と
で
す
。

　
朝
、
目
が
合
っ
た
ら
「
お
は
よ
う
」
と
い
い
ま
し
ょ
う
。

お
は
よ
う
と
い
う
の
は
「
は
よ
う
よ
く
な
れ
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
わ
が
家
が
は
よ
う
よ
く
な
れ
、
地
域
が
よ
く
な

れ
、
町
が
…
…
と
広
が
り
ま
す
。
あ
い
さ
つ
は
、
自
然
と

出
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
こ
づ
か
い
は
、
小
学
校
一
年
生
く
ら
い
に
な
っ
た
ら
月

ぎ
め
で
与
え
て
く
だ
さ
い
。
二
日
お
き
、
一
週
間
お
き
、

と
段
階
を
つ
け
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
。
子
供
に
自
主
性
が

で
て
き
ま
す
。
ど
う
し
て
も
い
る
と
き
、
い
ち
ば
ん
大
事

な
と
き
に
使
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
お
金
は
必
要
以
上
は
与
え
な
い
こ
と
と
、
地
域
の
方
と

も
相
談
し
て
同
じ
く
ら
い
の
額
に
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ

で
す
。
非
行
に
走
る
子
供
の
こ
づ
か
い
は
多
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
子
供
名
義
の
貯
金
通
帳
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

非
行
少
年
に
な
い
も
の
は
貯
金
通
帳
と
の
こ
と
。
う
な
ず

け
ま
す
。

　
お
金
は
楽
し
い
も
の
で
す
。
た
だ
た
め
る
と
い
う
の
で

は
な
く
、
目
的
を
持
た
せ
、
苦
労
を
す
れ
ば
希
望
の
も
の

が
買
え
る
と
い
う
楽
し
み
を
経
験
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
物
を

大
事
に
使
う
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。
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肺
ガ
ン
は

年
々
増
え
て
い
ま
す

　
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
は
、
男
女
と
も

胃
ガ
ン
が
最
も
多
い
こ
と
は
す
で
に

ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
胃
ガ

ン
、
子
宮
ガ
ン
の
減
少
と
は
反
対
に
、

肺
ガ
ン
で
亡
く
な
る
人
は
年
々
増
え

て
い
ま
す
。

　
肺
ガ
ン
を
起
こ
す
要
因
と
し
て
は
、

自
動
車
、
工
場
の
排
ガ
ス
、
粉
じ
ん
、

有
毒
ガ
ス
使
用
の
多
い
職
場
環
境
、

　
　
　
　
た
ば
こ
の
吸
い
過
ぎ
な
ど

霧麗
　
　
黙
闘

．
・
難
翻

鴫
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
要
因
が
重
な
り

合
う
と
さ
ら
に
発
病
率
が

高
く
な
り
ま
す
。

　
肺
ガ
ン
は
、
四
十
歳
以

上
の
男
性
に
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
た
ば
こ
と

肺
ガ
ン
と
の
関
係
に
つ
い

て
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

肺
ガ
ン
患
者
を
調
べ
る
と

一
日
三
十
本
以
上
の
ヘ
ビ

ー
ス
モ
ー
カ
ー
が
多
い
と

い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
注
意
し
て
ほ
し
い

こ
と
は
、
同
じ
本
数
、
同

じ
期
間
吸
っ
た
人
で
も
、

若
い
こ
ろ
か
ら
吸
っ
た
人

の
ほ
う
が
発
病
率
が
高
い

09●　●
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　　の6
　
　
●

9　
　
●
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こ
と
で
す
。
未
成
年
の
喫
煙
は
絶
対

し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
肺
ガ
ン
の
検
診
は
、
毎
年
行
っ
て

い
る
結
核
検
診
に
合
わ
せ
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
五
十
四
年
は
五
人
、
五

十
五
年
は
四
人
の
要
精
密
検
査
者
が

み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
近

隣
の
市
町
村
と
比
べ
て
も
非
常
に
高

率
で
す
。
進
ん
で
検
診
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
結
核
検
診
の
際
、
①
四
十
歳
以
上

の
男
子
、
②
（
一
日
の
喫
煙
本
数
）

×
（
喫
煙
年
数
）
”
六
〇
〇
以
上
の

人
、
③
二
親
等
以
内
に
ガ
ン
を
患
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん

た
人
が
い
る
場
合
、
④
せ
き
、
擁
や

胸
痛
が
一
か
月
以
上
も
続
い
た
り
、

　
た
ん

血
疾
の
出
る
人
は
必
ず
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　
肺
ガ
ン
は
、
早
い
う
ち
に
発
見
す

れ
ば
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
は
治
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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わ
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俳
喧

太
田
白
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選

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条

六
十
路
の
出
稼
ぎ
の
冬
終
り
け
り

百
姓
に
も
ど
り
し
父
に
田
は
雪
解

萱
葺
の
屋
根
の
上
な
る
鯉
の
ぼ
り

初
つ
ば
め
軒
か
す
め
と
ぶ
小
糠
雨

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
　
寅

菅
笠
の
さ
ら
せ
し
跡
の
雪
ま
ろ
し

雪
汚
れ
日
毎
に
見
え
て
雪
の
消
え

夢
人生
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赤
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酔
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日
陰
田
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真
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に
あ
り
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に
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伸
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し
て
辛
夷
咲
く

合
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の
通
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あ
り
し
山
笑
う

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

雪
の
上
初
蝶
と
べ
る
た
の
も
し
き

鉢
の
も
の
四
月
の
雨
に
出
し
並
べ

山
の
根
の
雪
霧
と
な
り
遅
き
春

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
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春
雷
や
長
病
む
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の
中
な
り
し

花
芽
な
き
噂
過
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ゆ
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退
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あ
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な
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め
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吉
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橋
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先
日
芦
の
芽
会
五
十
周
年
記
念
俳
句

大
会
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
。
そ
の
席
上

正
田
稲
洋
先
生
か
ら
「
俳
句
は
写
生
が

大
切
で
あ
る
。
そ
れ
は
物
事
を
よ
く
見

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
心
が
澄
ん

で
き
た
と
き
に
佳
句
が
生
れ
る
」
と
指

導
を
受
け
胸
に
響
く
お
話
で
あ
っ
た
。

　
皆
さ
ん
の
句
稿
を
見
る
と
そ
う
し
た

面
で
の
見
究
め
が
足
り
な
い
。
切
角
良

い
句
材
を
掴
ん
で
居
乍
ら
こ
れ
を
表
現

で
失
っ
て
い
る
。
澄
ん
だ
心
に
な
る
1

一
段
と
精
進
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
。


